
東
京
都
が
、
築
地
市
場

（中
央
区
）

を
有
害
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
豊
洲
市
場

（江
東
区
）
に
移
転
さ
せ
る
と
決
め
た

こ
と
に
反
対
し
、
現
在
地
再
整
備
を
求

め
る

「築
地
女
将
さ
ん
会
」
の
山
ロ
タ

イ
会
長
ら
は
、
１
月
１８
日
、
仲
卸
業
者

の
古舎
省
箭
場
卸
協
同
組
合

（東
卸
）

が
築
地
市
場
内
で
開
い
た

「豊
洲
市
場

に
関
す
る
組
合
員
説
明
会
」
に
出
席
、

都
と
同
組
合
な
ど
で
つ
く
る
新
市
場
建

設
協
議
会
が
、
昨
年
１２
月
２０
日
に
豊
洲

へ
の
移
転
期
日
を
１８
年
１０
月
Ｈ
日
に
決

め
た
こ
と
な
ど
に
対
し
て
質
問
し
よ
う

と
し
た
。
だ
が
、
早
山
豊

同
組
合
理

事
長
ら
は

「築
地
で
の
再
整
備
と
い
つヽ

選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
打
ち
切
り
、

代
理
人
と
し
て
宇
都
宮
健
児
弁
護
士
も

同
席
を
求
め
た
が
、
「組
合
員
対
象
の
会

だ
か
ら
」
と
断
ら
れ
た
。

「女
将
さ
ん
〈
至

は
、
昨
年
末
に
移
転

の
是
非
に
つ
い
て
全
組
合
員
投
票
を
求

め
る
請
願
署
名
を
仲
卸
５
３
８
事
業
者

中
２
７
７
事
業
者
か
ら
集
め

（５‐

。
５

％
）、
東
卸
に
出
し
た
。

山
国
会
長
は

「過
半
数
を
超
え
る
署

名
が
集
ま
っ
た
ん
だ
か
ら
、
全
組
合
員

投
票
を
す
る
の
は
当
然
で
す
」と
話
す
。

こ
の
署
名
の
扱
い
を
ど
う
す
る
の

か
、
筆
者
は
昨
年
１２
月
２０
日
の
新
市
場

豊
洲
へ
の
移
転
期
日
決
定
に
「築
地
女
将
さ
ん
会
」
ら
が
反
対

「全
組
合
員
投
票
」を
ト

建
設
協
議
会
後
に
開
か
れ
た
記
者
会
見

で
早
山
理
事
長
に
聞
い
た
。理
事
長
は
、

買
昨
年
６
月
に
小
池
百
合
子
都
知
事

が
）
豊
洲
を
中
央
卸
売
市
場
と
す
る
と

い
う
方
針
を
示
し
、
築
地
を
再
整
備
す

る
と
い
う
選
択
肢
は
な
く
な
っ
た
の

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

（全
組
合
員
投
票
）

は
で
き
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。

東
卸
は
、
１
９
９
８
年
Ｈ
月
に
全
組

合
員
を
対
象
に
意
向
調
査

（全
組
合
員

投
票
）
を
や
つ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

現
在
地

（築
地
）
再
整
備
４
９
５
票
、

豊
洲
移
転
３
７
６
票
だ
っ
た
。そ
し
て
、

翌
１２
月
に
臨
時
総
代
会

（出
席
１
２
４

人
）
に

「現
在
地
再
整
備
」
が
上
程
さ

れ
、
採
決
し
た
結
果
、
現
在
地
再
整
備

賛
成
６‐
、
反
対
５７
で
、
原
案
通
り
現
在

地
再
整
備
が
可
決
承
認
さ
れ
、
「機
関
決

定
」
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
豊
洲
の
土

壌
汚
染
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
後
、
深
刻
な
汚
染
が
発
覚
、

組
合
員
が
再
三
全
組
合
員
投
票
を
求
め

た
が
、
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
「１
９
９

８
年
の
機
関
決
定
は
ま
だ
生
き
て
い

る
」
と
い
う
の
が

「女
将
さ
ん
会
」
の

主
張
だ
。

移
転
に
は

全
組
合
員
の
合
意
が
必
要

こ
れ
を
ど
２ヽ
で
え
る
か
も
早
山
理
事

長
に
聞
い
た
が
、
「
（機
関
決
定
は
）
そ

の
後
、
組
合
の
総
代
会
で
自
紙
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
答
え
た
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
宇
都
宮
弁
護
士
は

「国
民
投
票

の
決
定
を
国
会
で
自
紙
に
す
る
よ
う
な

も
の
で
、
無
効
で
す
」
と
批
判
す
る
。

こ
の
批
判
を
紹
介
し
、
再
度
早
山
理

事
長
の
見
解
を
質
し
た
が
、
「私
は
当
時

は
幹
部
で
は
な
く
、
事
情
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
自
紙
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
」
と
く
り
返
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

筆
者
は
、
「自
紙
化
」
を
決
定
し
た
２

０
１
４
年
Ｈ
月
１４
日
の
東
卸
総
代
会
議

事
録
を
入
手
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
伊
藤
淳

一
理
事
長
が
機
関
決
定

の
自
紙
化
を
提
案
し
た
こ
と
に
、
あ
る

総
代
は

「組
合
員
の
皆
さ
ん
の
意
思
を

確
認
す
る
こ
と
が
本
当
」と
反
対
し
た
。

こ
れ
に
、
伊
藤
理
事
長
は

「
（全
組

合
員
投
票
の
）
議
決
を
し
て
意
思
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
現
在
地
再
整
備
っ
て

い
う
の
は
無
い
ん
で
す
よ
ね
」
と
現
在

の
早
山
理
事
長
同
様
、
都
の
方
針
に
従

順
な
発
言
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「移

転
に
反
対
が
多
数
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
（中
略
）誰
も
責
任
を
取
れ
な
い
」

と
述
べ
、
「私
の
方
か
ら
白
紙
の
宣
言
を

さ
せ
て
頂
く
」
と
し
、
そ
れ
を
受
け
て

議
長
が
拍
手
で
の
承
認
を
呼
び
か
け
、

採
決
せ
ず
に
拍
手
で
機
関
決
定
は

「白

紙
化
」
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。

ユ則
出
の
総
代
は
、
「機
関
決
定
と
い
つヽ

の
は
、
組
合
員
の
意
思
。
（中
略
）
組
合

員
の
意
思
を
自
分
達
が
執
行
出
来
な
い

ん
だ
っ
た
ら
ば
、
そ
れ
は
理
事
が
自
分

に
能
力
が
な
い
っ
て
事
で
理
事
を
辞
め

る
し
か
な
い
六
筆
者
注

¨
理
事
は
総
代

会
で
選
ば
れ
る
）と
も
批
判
し
て
い
る
。

協
同
組
合
員
の
権
利
に
詳
し
い
明
治

学
院
大
学
の
熊
本

一
規
教
授
は
、
仲
卸

業
者
は
都
に
毎
月
市
場
使
用
料
を
払
っ

て
お
り
、
借
地
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と

に
注
目
す
べ
き
だ
と
い
う
。
そ
し
て
い

「借
地
権
は
東
卸
で
は
な
く
、
個
々
の

仲
卸
業
者
が
持
っ
て
い
ま
す
。従

っ
て
、

移
転
す
る
か
否
か
は
東
卸

（組
合
）
で

は
な
く
、個
々
の
仲
卸
業
者

（組
合
員
）

が
決
め
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
移
転

に
は
組
合
員
全
員
の
合
意
が
必
要
で

す
」
と
指
摘
し
た
。

丞ヽ
雇
像
彦

・
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー

移転を決めた新市場建設協議会後1覇己者会見す
る東卸の早山豊理事長。(撮影/永尾俊彦)
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